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史
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土
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所
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昭
和
十
一
年
十
二
月
登
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北

　
　

山

　
　

康

　
　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

序

　

今
日
一
般
に
は
宋
代
以
降
を
以
て
近
世
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
故
内
藤
湖
南
博
士
の
す
ぐ
れ
た
る
記
述
に
よ
っ
て
初
め
て
理
論
づ

け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

ら
匹
ま
こ
と
に
史
を
絡
く
も
の
誰
し
も
唐
よ
り
五
代
を
経
て
宋
に
至
る
や
新
し
き
気
運
の
勃
興
を
感
知
せ
ざ
る
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

な
い
で
あ
ら
う
。
文
化
の
普
及
、
都
市
に
於
け
る
坊
及
び
市
の
制
度
の
崩
壊
、
宋
初
か
ら
段
々
著
し
く
な
っ
て
来
た
庶
民
の
奢
侈
生
活
、
師

脆
を
墨
守
す
る
訓
詰
學
が
止
揚
さ
れ
て
自
由
討
究
の
精
神
に
燃
ゆ
る
新
し
い
學
問
の
誕
生
等
々
０
一
聯
の
事
象
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
賞

に
庶
民
階
級
の
勃
興
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　

凡
そ
新
文
化
の
誕
生
は
常
に
新
し
い
階
級
の
徨
頭
に
よ
っ
て
資
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
新
し
い
階
級
の
擾
頭
は
社
會
の
生
産
様
式

の
愛
遷
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
世
の
祗
會
は
そ
の
生
産
様
式
と
し
て
農
奴
制
を
も
っ
て
ゐ
た
が
、
近
世
の
そ
れ
は
小
作
制
を
も
っ
て
ゐ

た
。
庶
民
階
級
の
擾
頭
も
墨
竟
は
壮
會
の
生
産
様
式
が
農
奴
制
か
ら
小
作
制
に
受
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

・
普
通
歴
史
研
究
に
於
て
は
そ
の
起
源
に
湖
っ
て
之
を
究
む
る
を
常
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
史
料
０
上
か
ら
い
っ
て
も
大
い
に
理
由
の
あ

-－１



　
　
　

る
こ
と
で
あ
る
・
新
し
い
事
象
が
め
ら
は
れ
は
じ
め
た
晦
に
は
人
々
は
最
も
活
溌
な
る
注
意
を
彿
ひ
、
従
っ
て
叉
之
を
綿
密
に
記
録
す
る
が

回丿

　
　

時
を
経
る
と
共
に
陳
腐
な
る
こ
と
ｘ
な
っ
て
し
ま
っ
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
少
い
か
ら
で
あ
る
。
宋
代
特
に
北
宋
の
時
代
は
近
世
支
那
祀
會

　
　
　

の
急
激
に
生
成
し
っ
よ

　
　
　

は
王
安
石
一
派
の
飲
會
改
革
運
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
哭
に
飲
會
の
最
下
暦
民
の
生
活
を
も
挨
か
す
程
の
徹
底
せ
る
も
０
で
、
そ
の
後
に
於

　
　
　

て
は
か
く
も
徹
底
せ
る
政
策
が
と
り
あ
げ
ら
。
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
運
動
に
抗
す
る
催
法
窓
と
の
間
に
英
邁
な
る
天
子
紳
宗

　
　
　

を
中
心
と
し
て
忌
憚
な
き
討
論
が
行
は
れ
、
１
　
々
は
そ
れ
に
開
し
て
は
そ
の
速
記
録
と
も
い
ふ
べ
き
詳
細
な
る
記
録
を
も
ち
、
近
世
支
那
飲

　
　
　

會
の
断
面
に
多
く
の
光
を
だ
け
か
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
私
は
如
上
の
理
由
に
よ
っ
て
時
代
を
略
。
北
宋
０
こ
ろ
に
と
り
、
以
下
近
世
支
那

　
　
　

祀
會
０
生
成
０
過
程
と
そ
の
基
礎
構
造
と
に
貧
し
い
瞥
見
を
あ
た
へ
る
こ
と
Ｘ
し
よ
う
。

　
　
　
　

註

　
　
　
　

①
内
藤
博
士
「
概
括
的
唐
宋
時
代
槻
」
「
近
世
支
那
の
文
化
生
活
」
（
東
洋
文
化
史
研
究
所
牧
）
。

　
　
　
　

③
加
藤
博
士
「
宋
代
に
於
け
ろ
都
市
の
受
注
に
つ
い
て
」
（
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
所
収
）
。

　
　
　
　

③
那
波
利
貞
助
教
授
「
末
代
に
於
け
る
都
市
の
受
達
と
庶
民
生
活
の
向
上
」
（
新
光
祀
世
界
文
化
史
大
系
宋
元
時
代
）
。
恟
ほ
庶
民
の
奢
侈
が
甚
し
く
な
ろ
と
共

　
　
　
　
　

に
頻
々
と
し
て
奢
侈
禁
止
令
が
受
布
さ
れ
た
炉
、
そ
れ
は
績
灸
治
通
鑑
長
編
（
巻
六
十
八
、
泰
一
百
十
八
、
倦
三
百
九
十
六
、
長
編
拾
補
倦
一
）
に
散
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

　

０
０
０
０
０

　

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

０
０
０
０
０
０
０

　
　
　
　
　

し
て
ゐ
る
。
9
1
　
宗
に
召
さ
れ
む
隠
逸
の
士
常
秩
も
「
法
制
不
立
。
庶
民
食
侯
食
。
服
侯
服
。
此
今
日
之
大
患
也
」
と
い
つ
て
ゐ
る
（
宋
史
泰
三
百
二
十
九

　
　
　
　
　

常
秩
傅
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

唐
０
徳
宗
０
建
中
元
年
よ
り
有
名
な
る
雨
税
法
が
施
行
せ
ら
る
ｘ
こ
と
ｘ
な
っ
た
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
そ
れ
ま
で
行
は
れ
て
ゐ
た
租
庸
調

０
法
は
均
田
制
の
上
に
立
ち
、
従
っ
て
土
地
所
有
者
と
土
地
耕
作
者
と
は
未
だ
分
離
せ
す
、
地
租
即
ち
地
代
と
い
ふ
原
則
の
上
に
立
っ
て
ゐ

２－-



た
o

所
が
安
史
の
大
鉱
を
契
機
と
し
て
こ
の
均
田
制
は
念
激
に
崩
壊
し
は
じ
め
、
途
に
雨
税
法
を
施
行
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
円
高
芸
品
需
の
法
と
が
根
本
的
に
き
て
ゐ
る
黙
は
・
一
は
人
了
を
も
と
L

し
た
に
釣
し
て
一
は
資
産
を
も
と
L

し
た
こ
と

で
あ
る
o

す
ぐ
れ
た
る
歴
史
家
島
端
臨
の
一
一
一
口
を
か
れ
ば
、
「
随
民
之
有
田
者
税
之
」
(
遁
考
自
序
)
し
た
こ
と
で
あ
る
o

「
均
田
制
と
小
作
制
度
‘

①
 

と
は
五
ひ
に
小
兵
を
自
己
の
傘
下
に
羅
致
せ
ん
こ
と
を
争
っ
て
」
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
と

t
A
K
至
っ
て
政
府
は
従
来
の
政
策
を
完
全
に
放
棄

し
、
土
地
所
有
者
に
租
税
を
課
す
る
こ
と
L
な
り
、
土
地
の
私
有
を
公
認
し
て
小
作
制
度
の
上
に
租
税
制
度
を
打
ち
立
て
た
の
で
あ
知
従

っ
て
土
地
所
有
者
と
土
地
耕
作
者
と
は
全
く
分
離
し
、
陸
宣
公
が
「
京
畿
閏
畝
税
五
升
而
私
家
牧
租
畝
一
石
。
官
取
一
私
取
十
o
」
(
陸
宜
公
奏

議
巻
閤
)
と
い
っ
て
ゐ
る
如
く
、

地
租
で
あ
る
税
と
地
代
で
あ
る
租
と
は
分
離
す
る
こ
と
L
な
っ
た
o

か
t
A

る
賠
よ
り
見
て
雨
税
法
の
施
行

を
侯
つ
て
は
じ
め
て
土
地
私
有
権
が
確
立
し
た
と
い
は
‘
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

更
に
之
を
政
府
の
土
地
で
あ
る
公
田
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
と
と
が
一
暦
明
ら
か
に
さ
れ
る
ο

公
回
は
五
代
の
頃
よ
り
漸
く
護

-3-

達
し
宋
代
に
な
る
と
明
確
に
歴
史
上
に
あ
ら
は
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
宋
代
公
田
と
い
は
れ
た
も
の
に
官
荘
・
管
田
・
職
田
・
籍
渡
田

等
が
あ
る
。
官
涯
に
う
い
て
は
文
献
遁
考
(
巻
七
)
に
、

仁
宗
天
童
三
年
。
屯
田
員
外
郎
張
希
顔
奏
。
縞
建
八
州
皆
有
官
荘
。
七
州
各
約
租
課
o

惟
一
脂
州
只
依
私
産
納
税
。

と
い
ふ
記
事
が
あ
る
o

稿
建
八
州
の
官
官
仙
の
中
一
踊
州
の
も
の
L

み
は
特
別
に
私
産
と
同
じ
く
税
を
約
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
七

@
 

州
の
回
は
何
れ
も
租
課
邸
ち
地
代
を
納
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o

そ
の
他
の
替
田
・
職
田
・
籍
波
田
に
つ
い
て
見
て
も
何
れ
も
同
様
で
、
民
田

⑤
 

に
於
け
る
小
作
農
と
地
主
と
の
関
係
を
も
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
民
田
と
公
国
と
は
租
税
制
度
上
金
く
異
り
た
る
取
扱
を
受
け
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

103 

然
ら
ば
営
時
の
地
主
と
小
作
人
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
見
る
に
、
小
作
人
か
ら
地
主
に
納
め
る
小
作
料
は
分
益
小
作
料
と
定
額

小
作
料
と
が
並
び
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、

E
ち
ら
か
と
い
へ
ば
前
者
の
方
が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
。
分
盆
・
山
内
作
は
殆
ん

E
す
べ
て
の
場
合
小



jり4

作
人
と
地
主
と
が
均
分
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
単
に
「
歳
登
所
取
其
散
如
民
間
主
客
之
例
。
」
（
榎
灸
治
通
鑑
長
編
秀
二
十
七
）
と
い
ひ
、

又
「
所
得
課
租
均
分
如
郷
原
例
」
（
絞
甕
治
通
鑑
長
編
巻
四
十
五
）
と
い
っ
て
ゐ
る
。
定
額
小
作
料
に
つ
い
て
は
呂
恵
郷
が
、

　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　

蘇
州
臣
等
皆
有
田
。
在
彼
一
貫
賤
典
得
一
畝
。
歳
敗
米
四
五
斗
。
然
常
推
欠
。
如
雨
歳
一
牧
上
田
得
米
三
斗
。
斗
五
十
銭
。
不
過
百
五

　
　

十
銭
。
而
令
一
畝
田
率
二
百
銭
。
有
千
畝
卸
出
銭
二
百
千
。
（
績
賓
治
通
鑑
長
編
倦
二
百
六
十
七
）

と
い
ひ
、
南
方
の
特
に
豊
穣
を
以
て
知
ら
れ
た
蘇
州
ｏ
地
で
は
貨
幣
に
換
算
し
て
約
二
割
の
純
益
を
あ
げ
て
ゐ
た
ら
し
い
。
之
を
以
て
営
時

の
高
率
な
る
金
利
に
比
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
土
地
へ
の
投
資
は
最
も
安
全
で
あ
っ
た
か
ら
、
営
時
有
力
な
る
投
資
の
對
象
と
な
っ
て

ゐ
た
こ
と
は
、
蘇
東
披
が
寛
剰
銭
を
以
て
田
地
を
買
は
ん
こ
と
を
献
言
し
た
と
き
、
「
若
用
買
田
募
役
。
讐
如
私
家
便
金
銀
稲
田
産
。
是
乃

長
久
萬
全
之
策
。
」
と
い
っ
て
ゐ
る
ｏ
に
徴
し
て
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
注
目
に
價
す
る
こ
と
ｘ
思
ふ
。

　

又
唐
代
で
は
地
主
は
豪
民
又
は
蒙
井
之
徒
と
い
は
れ
、
之
を
非
難
す
る
ｏ
口
吻
を
窺
ふ
こ
と
が
で
き
る
が
、
宋
代
に
な
る
と
公
然
之
を
田

主
と
呼
９
　
又
租
と
い
ふ
文
字
は
元
来
國
家
へ
の
租
税
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
唐
末
よ
り
多
く
ｏ
場
合
地
代
を
意
味
す
る
や
う
に
な

っ
た
。
か
ｘ
る
地
主
の
稀
呼
や
文
字
の
使
用
法
の
愛
遷
に
も
亦
土
地
私
有
権
成
立
ｏ
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

　

以
上
甚
だ
大
雑
把
な
が
ら
土
地
私
有
権
成
立
の
過
程
が
ほ
ｙ
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
ふ
か
ら
、
更
に
進
ん
で
営
時
の
小
作
制
度
普
及
の
状

態
に
つ
い
て
筆
を
す
ｘ
め
る
こ
と
ｘ
し
よ
う
。

　

腫

　

の
画
税
法
に
開
し
て
、
通
典
・
通
志
・
通
考
・
雨
唐
書
・
灸
治
通
鑑
等
に
記
載
す
ろ
と
こ
ろ
皆
略
‘
同
様
で
次
の
如
く
で
あ
ろ
。
卯
ち
、

　
　
　

徳
宗
時
。
楊
炎
侭
相
。
建
作
爾
稔
法
。
夏
楡
無
過
六
月
。
秋
輪
無
過
十
一
月
。
置
画
穏
使
以
總
之
。
凡
百
役
之
費
先
度
其
咎
而
賦
於
人
。
量
出
制
入
。

　
　
　

戸
無
主
客
。
以
見
居
錫
簿
。
人
無
丁
中
。
以
貧
富
侭
差
。

　
　

と
あ
り
、
陸
宜
公
も
亦
「
雨
税
以
安
産
侭
宗
。
不
以
Ｔ
身
侭
本
。
」
（
文
獣
通
考
泰
三
）
と
い
つ
て
ゐ
ろ
。
・

　

⑧
加
藤
博
士
昭
和
九
年
嵩
東
都
帝
大
特
殊
講
義
「
唐
宋
結
済
史
考
」
。

-
４

-



1０５

③
劉
道
元
は
そ
の
著
「
爾
来
田
賦
制
度
」
に
於
て

　
　

土
地
私
有
制
慶
重
復
確
定
後
。
「
有
田
則
有
租
」
的
性
質
起
了
雙
化
。
田
粗
對
國
家
不
復
地
租
的
意
義
。
而
愛
而
錫
地
租
的
意
義
。
私
人
牧
私
租
。
國
家

　
　

牧
地
租
。
佃
農
級
地
租
。
地
主
織
地
税
。
後
者
毎
畝
燧
五
升
。
前
者
錫
一
石
。
這
種
愛
化
是
浸
漸
形
成
的
。
以
爾
税
法
建
立
錫
開
鍵
。
而
更
促
其
進

　
　

展
。
表
面
上
看
雨
税
法
是
適
合
於
祀
會
統
済
便
遷
的
税
法
。
実
際
上
則
法
律
承
認
這
種
現
象
。
使
地
主
和
佃
農
之
生
産
開
係
更
深
刻
化
。

　

と
い
つ
て
ゐ
ろ
。

④
加
藤
博
士
「
唐
宋
時
代
荘
園
の
組
織
及
ぴ
そ
の
聚
落
と
し
て
の
登
建
に
就
き
て
。
」
（
狩
野
教
授
渡
暦
記
念
支
那
學
論
叢
所
牧
）

④
瞥
田
に
つ
い
て
は
、
績
灸
治
通
鑑
長
編
倦
三
十
七
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　

至
道
元
年
正
月
。
度
支
列
官
陳
尭
叟
梁
鼎
上
言
。
中
略
。
其
田
之
未
間
者
官
種
植
。
公
田
之
未
間
者
民
墾
之
。
歳
登
所
取
其
敷
如
民
間
主
客
之
例
。

　

と
あ
り
、
職
田
に
つ
い
て
も
同
書
巻
四
十
五
に
、

　
　

咸
平
二
年
秋
七
月
壬
午
、
宰
相
張
斉
賢
請
給
外
任
官
職
田
。
詔
三
館
秘
閣
。
検
討
故
事
。
申
定
其
制
。
以
官
荘
及
建
年
逃
田
充
。
悉
免
其
程
。
佃
戸
以

　
　

浮
客
充
。
所
得
課
租
均
分
如
郷
原
例
。

　

と
あ
ろ
が
、
其
他
籍
浅
田
に
つ
い
て
も
同
様
で
お
つ
む
。
（
嘉
結
集
巻
六
兵
制
の
條
參
照
）
。

④
推
欠
と
は
「
延
緩
不
及
額
」
（
吏
學
指
南
）
と
い
ふ
意
で
あ
ゐ
か
ら
、
こ
の
場
合
定
額
小
作
を
い
つ
て
ゐ
ろ
も
の
で
も
ら
う
。

⑦
寛
剰
鵜
と
は
免
役
寛
剰
銭
の
こ
と
で
、
免
役
銭
を
課
し
む
と
き
二
割
だ
け
憧
分
に
徴
牧
し
て
ゐ
た
競
の
こ
と
で
あ
ろ
。

⑨
績
灸
治
通
鑑
長
編
で
は
「
長
久
萬
和
之
策
」
と
な
つ
て
ゐ
ゐ
が
正
し
く
は
東
披
全
集
巻
二
十
六
の
如
く
「
千
」
は
「
仝
」
と
改
め
ら
ろ
べ
き
で
あ
ら
う
。

⑤
日
知
録
巻
十
。
蘇
松
二
府
田
賦
之
重
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

唐
代
民
戸
は
そ
の
財
産
の
所
有
額
に
従
っ
て
九
等
に
分
類
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
宋
代
で
も
善
役
を
課
す
る
便
宜
上
普
通
五
等
に
分
け
ら
れ
て

ゐ
た
様
で
あ
‰
よ
っ
て
以
下
こ
ｏ
戸
等
を
基
礎
と
し
て
農
村
の
階
級
分
化
の
状
態
を
考
察
す
る
こ
と
ｘ
し
よ
う
。
先
づ
そ
の
う
ち
三
等
戸

に
つ
い
て
は
、
殿
中
侍
御
史
呂
陶
が
、

-
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臣
愚
欲
乞
。
於
三
等
已
上
。
或
等
第
雖
低
。
而
家
業
一
百
貫
有
三
丁
者
方
得
差
充
。
（
績
灸
泊
通
鑑
長
編
今
二
百
九
十
二
）

と
い
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
三
等
戸
は
約
家
業
一
百
貫
０
財
力
を
具
へ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
一
百
貫
と
い
へ
ば
常
時
土
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

し
て
百
畝
内
外
で
あ
る
。
そ
し
て
宋
代
一
戸
の
耕
作
面
積
は
約
百
畝
で
あ
る
か
ら
、
三
等
戸
は
純
然
た
る
自
作
農
で
あ
っ
た
こ
と
ご

で
あ
る
が
、
更
に
侍
御
史
王
巌
叟
は
「
第
三
等
已
上
人
戸
皆
能
自
足
。
」
（
績
灸
治
通
鑑
長
編
巻
三
百
九
十
七
）
と
い
ひ
、
こ
０
推
測
を
裏
書
き
し

て
ゐ
る
。

　

次
に
五
等
戸
に
つ
い
て
は
屡
々
「
第
五
等
以
下
地
土
不
及
二
十
畝
者
。
」
（
絞
灸
治
通
鑑
長
編
巻
三
百
九
十
二
、
巻
三
百
五
十
八
）
と
い
は
れ
て
ゐ

る
か
ら
、
二
十
畝
以
下
の
零
細
な
る
土
地
を
有
す
る
自
作
農
小
作
農
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
三
等
戸
と
五
等
戸
と
の
中
間
の
四
等

戸
に
つ
い
て
は
、
不
幸
に
し
て
未
だ
そ
の
的
確
な
る
史
料
を
我
見
し
得
な
い
が
、
三
等
戸
は
百
畝
内
外
、
五
等
戸
が
二
十
畝
以
下
で
あ
っ
た

か
ら
、
五
十
畝
内
外
を
有
す
る
自
作
農
小
作
農
と
推
論
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。
一
等
戸
二
等
戸
に
つ
い
て
は
百
畝
以
上
或
は
何
百
頃
に
も
達

す
る
廣
大
な
る
土
地
を
有
す
る
者
も
ゐ
た
か
ら
之
を
巌
密
に
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
兎
に
角
多
く
は
純
然
た
る
地
主
で
あ
っ

た
。
印
ち
之
を
要
約
す
れ
ば
四
五
等
戸
は
自
作
農
小
作
農
、
三
等
戸
は
自
作
農
、
こ
一
等
戸
は
純
然
た
る
地
主
が
そ
の
多
数
を
占
め
て
ゐ
た

わ
け
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
外
に
等
外
の
戸
と
も
い
ふ
べ
き
、
全
く
土
地
を
有
し
な
い
純
然
た
る
小
作
農
で
あ
る
所
謂
客
戸
な
る
も
の

が
あ

祐
匹
よ
っ
て
宋
代
で
は
こ
の
客
戸
を
も
含
め
て
民
戸
は
六
等
に
分
類
さ
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

然
ら
ば
こ
れ
ら
各
等
の
戸
が
ど
れ
だ
け
の
割
合
を
以
て
１
　
民
を
構
成
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。
客
戸
が
全
頭
戸
数
に
對
し
て
占
め
る
割
合

は
、
こ
０
時
代
に
は
主
戸
と
客
戸
と
に
分
け
た
綿
密
な
統
計
が
残
っ
て
ゐ
て
、
比
較
的
正
確
に
之
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
加
藤
博
士

は
元
豊
九
域
志
・
文
献
通
考
そ
０
他
宋
代
０
地
方
志
に
散
見
し
て
ゐ
る
史
料
に
よ
っ
て
、
地
方
別
の
詳
細
な
る
統
計
を
作
製
さ
れ
た

ら
｝
い

ま
績
資
治
通
鑑
長
編
・
玉
海
等
に
よ
っ
て
北
宋
時
代
に
於
け
る
天
下
全
蔵
の
客
戸
０
増
減
を
表
に
示
す
と
左
の
如
く
で
を

９
　

-
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元

　

紹

　

元

　

元

　

元

　

符

　

聖

　

銘

　

鮪

　

豊

　

二

　

四

　

六

　

元

　

六

　

年

　

年

　

年

　

年

　

年

一一一一－

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

『

　

『

　

コ

　

コ

　

‾;

　

二

　

〇

　

四

　

九

　

三

　

七

　

六

　

二

　

〇

　

七

　

ベ

　

ヘ

　

九

　

三

　

へ

　

四

　

七

　

一

　

六

　

一

　

四

　

四

　

一

　

六

　

七

　

二』一｜一1_へm

　

J-

　

-･一

　

一一

　

一一

　

ﾍﾞ

　

ﾍﾞ

　

ﾍﾞ

　

ﾍﾞ

　

弓

　

り

　

そ

　

三

　

⊆?

　

企

　

ニ

　

／ゝ

　

－

　　

五

　

二

　

九

　

べ

　

宍

　

三

　

三

　

一

　

八

　

九

　

四

　

五

　

一

　

二

　

八

　

二

　

三
ゴｙl九|_二し凹』九

　

六

　

六

　

六

　

六

　

六

　

ゼ

　

七

　

六

　

六

　

六

　

ゝ

　　

ゝ

　　

３

　　

・

　　

・

　

ＬＩ白一六」ユj二

　

－

　

－

　

－

　

一

　

一

　

ご

　

三

　

ご

　

三

　

三

　

７

　

７

　

『

　

『

　

弐

　

六

　

七

　

四

　

七

　

九
一一一一-

　

三

　

三

　

二

　

二

　

一

　

－

　

○

　

八

　

七

　

六

　

Ｓ

　　

ゝ

　　

３

　　

ゝ

　　

ゝ

　

○

　

三

　

七

　

七

　

九

　

六

　

四

　

五

　

四

　

五

　

一

　

四

　

〇

　

一

　

四

　

３

　　

ゝ

　　

５

　　

３

　　

３

　

○

　

二

　

四

　

六

　

二

　

四

　

七

　

五

　

〇

　

〇

　

五ＪＬ止旦二

　

一

　　　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

ミ

　

ラ

　

ニ

　

コ

　

ヘ

　

Ξ

　

○

　

七

　

三

　

〇

　

〇

　

六

　

四

　

三

　

一

　

べ

　

宍

　

二

　

『

　

べ

　

九

　

三

　

八

　

〇

　

〇

　

○

　

三

　

五

　

〇

　

九

　

四

　

?二

　

六

　

六

　

四

　

宋
代
の
田
地
調
査
が
甚
だ
不
徹
底
な
も
の
で
隠
田
の
撒
が
驚
く
べ
き
程
の
散
に
達
し
て
ゐ
た
と
同
様
、
そ
の
所
有
権
も
亦
地
主
が
折
戸
・

脆
名
挾
戸
・
個
借
戸
名
等
の
方
法
を
以
て
之
を
帳
面
の
上
で
分
裂
せ
し
め
て
ゐ
た
か
‰
一
こ
の
小
作
人
の
敷
は
飴
程
こ
０
鮎
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
ご

北
宋
を
通
じ
て
こ
の
割
合
を
そ
の
ま
ｘ
維
持
し
て
ゐ
る
こ
と
は
甚
だ
注
目
に
價
す
る
所
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
北
宋
の
祀
會
は
小
作
制
度

０
上
に
安
定
し
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
各
等
０
戸
に
つ
い
て
み
る
に
、
乾
興
元
年
臣
僚
は
次
０
如
く
上
奏
し
て
ゐ
る
。

　

’

　
　

乾
興
元
年
十
二
月
・
四
匹
一
匹
恂
位
。
臣
僚
上
言
。
中
略
。
以
臣
愚
見
。
且
三
千
戸
之
邑
。
五
等
分
等
。
中
等
以
上
可
任
差
遣
者
約
千
戸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

官
員
形
勢
術
前
将
吏
不
皆
こ
一
百
戸
。
並
免
差
遣
。
（
文
獣
通
考
巻
十
二
）

之
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
普
通
三
千
戸
の
邑
で
は
中
等
以
上
の
戸
が
約
千
戸
部
ち
三
分
の
一
を
占
め
て
ゐ
た
。
然
し
又
張
方
平
は
、

　
　

慶
暦
元
年
二
月
戊
戌
。
中
略
。
著
作
佐
郎
通
判
睦
州
張
方
乎
上
利
害
八
事
。
中
略
。
伏
見
天
下
州
願
人
戸
大
抵
貧
多
富
少
。
逐
廳
立
等

　
　

戸
版
籍
。
中
等
以
上
戸
不
及
五
分
之
一
。
第
四
等
第
五
等
戸
常
及
十
分
乙
九
。
（
綾
灸
治
通
鑑
長
編
倦
云
三
十
二
）

と
い
ひ
、
之
は
梢
。
誇
張
の
言
た
る
を
免
れ
な
い
が
、
中
等
以
上
の
戸
は
五
分
の
一
に
も
及
ぼ
す
、
四
等
五
等
戸
が
絶
對
多
数
を
占
め
て
ゐ

-８-
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た
・
叉
王
巌
叟
０
言
に
よ
れ
ぱ
ヽ
安
喜
邑
（
｀
一
馳
省
）
で
は
戸
数
一
千
三
百
有
飴
の
う
ち
四
等
戸
は
五
千
を
踊
え
て
ゐ
脳
こ
れ
ら
の
相
違
は

時
代
に
よ
る
よ
り
も
寧
ろ
地
方
的
な
る
差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
之
等
を
綜
合
す
る
に
土
地
を
全
く
有
し
て
ゐ
な
＞
客
戸
が
そ
０
三

分
の
一
に
も
及
び
、
四
等
五
等
０
小
農
が
絶
對
多
数
を
占
め
、
残
り
の
僅
か
三
分
の
一
或
は
五
分
０
一
が
中
等
以
上
の
自
作
農
又
は
地
主
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

次
に
土
地
の
分
配
に
つ
い
て
見
る
に
、
三
分
の
一
に
も
達
す
る
客
戸
の
耕
す
土
地
、
及
び
残
り
の
絶
對
多
数
を
占
め
て
ゐ
た
四
五
等
戸
の

耕
す
土
地
の
大
部
分
は
、
僅
か
に
三
分
の
一
又
は
五
分
ｏ
一
を
占
め
て
ゐ
る
中
等
以
上
の
戸
、
特
に
そ
の
中
の
こ
一
等
戸
の
所
有
す
る
所
で

あ
っ
た
か
ら
、
常
時
如
何
に
大
土
地
所
有
が
盛
で
小
作
制
度
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
想
像
に
難
く
な
い
所
で
あ
る
が
、
更
に
之
を
具
鰹
的
な

記
述
に
徴
す
る
も
、
北
宋
の
都
で
あ
っ
た
開
封
府
の
近
郊
に
つ
い
て
侍
御
史
田
錫
は
、

　
　

況
近
畿
闇
闇
之
間
悉
大
臣
資
産
之
地
。
好
利
忘
義
未
知
云
。
何
檀
富
豪
貧
一
至
於
此
。
可
以
検
郡
鵬
税
籍
自
然
見
公
卿
戸
名
。
’
共
務
殖

　
　

貨
財
不
知
紀
臨
匹

と
い
っ
て
、
大
臣
公
卿
の
土
地
象
弁
の
風
の
盛
な
る
を
慨
嘆
し
、
韓
埼
も
亦
、

　
　

且
西
川
四
路
郷
村
民
多
大
姓
。
毎
一
姓
所
有
客
戸
動
是
三
五
百
家
。
頼
衣
食
貸
借
仰
以
篤
生
。
（
韓
埼
公
集
巻
十
八
）

と
い
っ
て
ゐ
る
。
客
戸
三
五
百
家
も
擁
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
『
田
地
は
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
仁
宗
が
即
位
し
た
と
き
臣
僚
は
限
田
法

働
行
の
必
要
を
力
箆
し
て
「
若
不
禁
止
則
天
下
田
嘔
牛
篤
形
勢
所
占
」
（
績
淡
治
通
鑑
長
編
巻
九
十
八
）
と
論
じ
、
自
作
農
は
没
落
し
て
土
地
の

粂
井
釜
。
甚
し
く
、
大
地
主
（
形
勢
戸
）
の
所
有
す
る
田
地
が
天
下
田
地
の
學
ば
に
も
述
せ
ん
と
し
、
飲
會
は
一
の
危
機
に
瀕
し
て
ゐ
る
こ
と

を
訴
へ
て
ゐ
る
。

　

王
安
石
が
冤
役
銭
を
課
し
た
と
き
、
雨
鵬
以
上
で
土
地
を
有
し
て
ゐ
る
者
に
は
用
者
を
通
計
し
た
叡
に
對
し
て
之
を
割
常
て
、
叉
雨
州
雨

懸
以
上
で
土
地
を
有
し
て
ゐ
る
者
に
は
そ
の
各
心
所
在
地
で
之
を
納
め
さ
し
て
ゐ
る
か
い

Ｊ

常
時
大
地
主
は
所
々
に
土
地
を
有
し
て
ゐ
た

-
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こ
と
が
知
ら
れ
る
。
乾
興
元
年
の
限
田
法
で
は
他
州
で
土
地
を
買
ふ
こ
と
を
禁
じ
、
叉
呂
悳
卿
は
「
蘇
州
臣
等
皆
有
田
。
」
（
前
掲
）
と
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

て
を
り
、
更
に
田
間
の
大
地
主
で
都
市
の
繁
華
を
慕
ひ
、
叉
握
役
を
軽
減
す
る
た
め
に
城
郭
に
そ
０
居
を
移
す
者
も
多
く
、
殊
に
官
吏
は
そ

の
生
地
で
官
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ヤ
堅
遠
隔
ｏ
地
に
田
荘
を
有
す
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
つ
た
ら
う
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○

れ
土
地
の
管
理
者
で
あ
る
監
荘
・
荘
吏
・
幹
人
と
い
は
る
Ｘ
も
の
入
震
生
し
た
所
以
で
あ
り
、
富
９
　
説
に
不
在
地
主
の
語
に
該
富
す
る
遥
佃

吊
と
い
ふ
言
葉
さ
へ
で
き
て
ゐ
る
０
で
あ

祐
心
か
く
て
宋
代
に
於
て
は
貨
幣
経
済
の
進
展
と
交
通
の
登
達
と
に
よ
っ
て
小
作
様
式
は
驚
く
べ

き
近
代
化
こ
般
化
を
み
て
ゐ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
営
時
屡
、
「
田
非
耕
者
之
所
有
。
而
有
田
不
耕
当
」
（
皿
幄
）
ざ
は

れ
、
叉
袁
氏
世
範
泰
三
に
、

　
　

國
家
以
農
貨
重
。
益
衣
食
之
源
在
此
。
然
人
家
耕
種
出
仙
人
之
力
。
不
可
不
以
佃
人
玖
重
。

と
い
つ
て
ゐ
る
の
は
決
し
て
誇
張
ｏ
言
で
は
な
く
、
農
村
の
賞
情
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

註

　

の
一
等
戸
は
里
正
に
、
二
等
戸
は
戸
１
　
に
、
三
等
戸
四
等
戸
は
弓
手
等
に
夫
念

　
　

を
參
照
。

　

③
王
安
石
の
臨
川
集
泰
七
十
六
「
上
涯
使
孫
司
諌
１
　
」
に
百
畝
の
直
を
百
千
と
し
、
又
先
に
引
用
し
む
呂
恵
卿
の
言
に
よ
っ
て
土

　
　

れ
。
土
地
の
値
段
も
時
代
４
　
Ｒ
Ｘ
３
と
ｔ

　
　

ゐ
金
銀
の
研
究
」
四
八
七
頁
參
照
。

　

③
鶴
林
玉
露
巻
七
に
林
勅
の
限
田
法
か
説
明
し
て
、

　
　
　

總
こ
夫
之
田
則
篤
百
畝
。
百
畝
之
牧
平
歳
篤
米
五
十
石
。
上
熟
之
歳
儒
米
百
石
。
二
夫
以
之
養
数
口
之
家
益
肺
如
矣
。

　
　

と
あ
り
、
又
南
宋
の
頃
の
管
田
で
は
五
頃
の
地
尽
五
人
の
客
戸
で
耕
し
て
ゐ
る
（
建
炎
以
来
繋
年
要
綴
巷
九
十
八
）
。

　

④
加
藤
博
士
「
末
代
の
主
客
戸
統
計
」
（
史
學
十
二
ノ
三
）
。

　

＠
加
藤
博
士
右
鴇
論
文
。

-10-
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④
宋
代
の
二
戸
口
統
計
で
は
主
戸
と
客
戸
と
に
分
け
た
も
の
が
比
較
的
豊
富
に
残
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
他
に
太
平
宸
宇
記
と
か
建
炎
以
来
繋
年
要
録
に
も
散
見
し

　

て
ゐ
る
。
こ
の
表
に
あ
げ
た
も
の
は
そ
の
前
後
の
敷
に
照
し
て
自
然
と
思
は
れ
ろ
も
の
≫
＾
で
、
慶
暦
二
年
、
同
五
年
、
元
腫
三
年
の
ｆ
も
の
は
萱
り
に
不

　

自
然
な
噌
減
を
ボ
し
て
ゐ
ろ
の
で
之
ん
こ

　

戸
合
計
の
統
計
か
ら
算
出
し
ぢ
。
賓
元
元
年
の
も
の
^
■
＾
は
玉
海
巻
二
十
に
よ
り
そ
の
他
は
す
べ
て
談
賓
治
通
鑑
長
編
に
よ
つ
む
。

⑦
青
山
定
男
氏
「
隋
唐
宋
三
代
に
於
け
る
戸
敷
の
地
域
的
考
察
」
（
二
）
（
歴
史
學
研
究
六
ノ
五
）
。
日
野
開
三
郎
氏
「
宋
代
の
認
戸
挾
戸
を
論
じ
て
戸
口
問
題

　

に
及
ぶ
。
」
（
史
學
雑
誌
四
十
七
ノ
ー
）
。

⑧
絞
資
治
通
鑑
１
　
編
巻
三
百
六
十
四
に
、

　
　

元
結
元
年
春
正
月
戊
戌
。
監
察
御
史
王
巌
叟
言
。
中
略
。
安
喜
戸
一
萬
三
千
有
愉
。
而
第
四
等
之
家
乃
喩
五
千
。
毎
家
之
産
催
能
直
二
十
四
絡
。

⑨
談
喩
治
通
鑑
長
編
巷
五
十
三
の
割
註
に
よ
れ
ぽ
之
は
宰
相
向
敏
中
の
こ
と
を
さ
し
て
ゐ
ゐ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
。
か
と

　

こ
と
で
は
あ
ゐ
ま
い
。

⑩
績
絞
賓
治
通
鑑
長
編
巻
二
百
六
十
七
。

⑨
文
獣
通
考
巻
十
二
。

⑩
容
斎
隨
筆
巻
十
六
思
顧
詩
に
、

　
　

士
大
夫
登
跡
堀
畝
貴
篤
公
卿
。
謂
父
祀
奮
廬
錫
不
可
居
面
更
新
其
宅
者
多
矣
。
復
以
替
薬
弗
便
飲
膳
銀
得
。
自
村
瞳
而
遷
於
邑
。
自
邑
而
遷
郡
者
亦
多

　
　

矣
。
咋
刷
然
委
而
去
之
。
或
遠
在
敷
百
千
里
。

　

と
あ
ろ
・
村
瞳
よ
り
邑
へ
、
邑
よ
り
郡
へ
居
を
遷
す
者
は
早
に
士
大
夫
の
み
に
限
ら
れ
な
か
つ
む
で
も
ら
う
。
宋
代
南
方
の
各
地
に
そ
の
疲
建
を
見
た
都

　

市
は
こ
れ
ら
士
大
夫
の
集
ろ
所
で
あ
つ
む
ら
う
。
近
世
支
那
の
都
市
の
成
立
に
つ
い
て
こ
の
鮎
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑩
青
山
定
男
氏
前
掲
論
文
註
＠

⑨
咳
銘
叢
考
巷
二
十
七
「
仕
官
避
本
籍
」
及
び
全
書
巻
十
八
「
宋
時
士
大
夫
多
不
帰
本
籍
」
。

⑩
加
藤
博
士
「
唐
宋
時
代
荘
園
の
組
織
並
に
其
の
聚
落
と
し
て
の
登
趨
に
就
き
て
。
」
（
狩
野
敦
授
還
暦
記
念
支
那
學
論
叢
所
牧
）
。
周
藤
青
之
氏
「
宋
元
時
代

　

の
佃
戸
に
就
い
て
」
（
二
）
（
史
學
雑
誌
四
十
四
ノ
十
一
）
。

⑩
宮
崎
市
定
幼
歎
授
員
昭
和
十
年
貨
京
郡
帝
大
特
殊
講
義
案
代
の
役
法
」
に
於
て
、
栽
灸
治
通
鑑
長
編
巻
三
百
四
十
五
の
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民
有
物
力
在
郷
而
居
城
郭
。
昌
之
痘
佃
戸
。

を
引
用
し
て
こ
の
語
を
紹
介
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　

支
那
の
文
化
は
士
の
文
化
で
あ
り
、
支
那
の
政
治
は
士
の
政
治
で
あ
る
と
い
は
れ

９
　
然
し
同
じ
く
士
と
い
ふ
も
の
ｘ
中
世
の
士
と
近
世

の
士
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
中
世
の
士
は
所
謂
貴
族
で
あ
っ
て
、
そ
の
門
地
の
高
い
こ
と
、
そ
の
家
柄
の
古
い
こ
と
に
よ
っ
て

祗
會
の
上
流
に
位
し
叉
政
治
に
參
呉
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
こ

そ
の
地
位
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
早
く
隋
代
よ
り
科
畢
の
試
験
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
唐
を
経
て
宋
代
に
及
ん
で
は
所
謂
士
大
夫
階
級
の
劃

期
的
な
る
進
出
を
見
、
途
に
は
貴
族
階
級
を
臨
逐
し
て
官
吏
た
る
も
の
進
士
に
あ
ら
ざ
る
な
き
の
有
様
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

　

然
ら
ば
か
ｘ
る
士
大
夫
は
一
鰹
如
何
な
る
階
級
の
出
身
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
科
挙
ｏ
試
験
は
制
度
と
し
て
は
誰
で
も
之
に
態
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
多
年
の
勉
學
を
必
要
と
し
た
か
ら
中
等
戸
以
下
の
子
弟
の
能
く
す
る
所
で
は
な
く
、
之
に
感
す
る
も
の
ｘ

多
く
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
上
戸
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
監
察
侍
御
史
上
官
均
も
、

　
　

上
戸
之
民
平
居
自
１
　
乗
堅
策
肥
薄
材
綿
力
。
強
以
捕
盗
。
豊
其
所
長
哉
。
中
略
。
又
有
用
丁
貨
儒
。
或
皆
屏
弱
不
足
任
使
躯
以
就
役
。

　
　

是
禁
學
而
強
其
不
能
。
（
績
灸
治
通
鑑
長
編
巷
三
百
八
十
九
）

と
い
ひ
、
叉
劉
贅
も
、
「
惟
南
方
上
等
戸
共
子
弟
多
修
學
貨
車
人
。
」
（
練
灸
治
通
鑑
長
編
巻
三
百
八
十
九
）
と
い
っ
て
ゐ
る
。
宋
代
東
南
の
州
郡

一
を
以
て
し
て
も
二
三
原
人
の
多
き
を
数
へ
た
と
い
ふ
科
畢
恋
募
者
は
貰
に
こ
Ｉ
等
戸
卸
ち
地
主
０
子
弟
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
萬
二

萬
に
も
達
す
る
尨
大
な
る
官
僚
あ
ご
貫
に
地
主
出
身
で
あ
り
、
仝
國
に
散
布
し
て
ゐ
た
地
主
腎
こ
そ
こ
れ
ら
官
僚
群
震
生
の
地
盤
で
あ
っ

た
。
か
く
て
近
世
士
大
夫
は
身
分
的
に
は
國
家
の
官
吏
で
あ
っ
た
が
畦
會
的
に
は
地
主
で
あ
っ
た
。
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文
彦
博
が
「
１
　
宗
０
定
め
ら
れ
た
立
派
な
法
律
が
ち
ゃ
ん
と
備
っ
て
ゐ
る
０
に
何
も
今
更
之
を
更
張
し
て
人
心
を
失
ふ
必
要
が
な
い
。
」
と

い
っ
て
冤
役
銭
を
課
す
る
こ
と
に
反
對
し
て
、
英
明
な
る
祁
宗
に
「
士
大
夫
の
多
く
は
と
か
く
法
制
を
更
張
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
が
、
一

般
百
姓
に
と
っ
て
一
頭
ど
０
鮎
が
不
便
で
あ
る
の
か
」
と
詰
問
さ
れ
る
と
≒
士
大
夫
０
篤
め
に
な
る
や
う
に
天
下
を
治
め
る
べ
き
で
あ
・
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

百
姓
の
鴛
め
に
な
る
様
に
治
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
臆
面
も
な
く
答
へ
て
ゐ
る
。
こ
の
士
大
夫
の
・
代
表
的
人
物
と
も
い
ふ
べ
き
文
彦
溥
Ｏ

一
言
に
よ
く
営
時
の
士
大
夫
階
級
の
イ
デ
オ
Ｅ
ギ
ー
が
反
映
し
て
ゐ
る
。
彼
等
は
単
な
る
俸
除
生
活
者
で
は
な
く
て
又
私
的
に
は
一
の
地
主

で
あ
り
、
彼
等
の
俸
禄
は
そ
０
醤
奢
な
る
生
活
を
支
ふ
る
に
は
診
り
に
も
貧
弱
で
あ
っ
て
寧
ろ
そ
の
地
主
と
し
て
の
所
得
に
よ
り
多
く
頼
っ

　
　

④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

て
ゐ
た
・
従
っ
て
彼
等
が
と
も
す
れ
ぼ
治
者
と
し
て
０
　
自
発
を
失
ひ
、
地
主
と
し
て
ｏ
自
己
の
利
盆
を
擁
護
す
る
に
汲
々
と
し
て
ゐ
た
の
は

彼
等
ｏ
生
活
か
ら
く
る
富
然
０
姉
結
で
あ
っ
た
。

　

王
安
石
が
絶
大
の
抱
負
を
も
っ
て
聖
天
子
紳
宗
と
固
く
相
結
び
徹
底
せ
る
獣
會
政
策
ｏ
責
行
に
着
手
し
た
け
れ
ど

‰
四
這
に
そ
の
政
敵
菌

法
黛
ｏ
前
に
屈
し
ご

利
益
と
は
相
容
れ
ず
、
返
に
は
そ
ｏ
生
活
を
も
危
く
す
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
或
は
宋
初
か
ら
懸
案
に
な
っ
て
ゐ
た
経
界

⑦

　
　
　
　

⑧

法
或
は
限
田
沙
が
廬
。
之
が
賞
施
に
着
手
し
な
が
ら
逞
に
徹
底
的
に
行
は
れ
な
か
っ
た
の
も
、
何
れ
も
そ
れ
が
士
大
夫
階
級
に
と
っ
て
不
利
益

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
下
戸
客
戸
の
生
活
を
み
る
に
、
そ
れ
は
全
く
地
主
に
納
め
る
高
率
な
る
小
作
料
に
規
定
せ
ら
れ
、
生
活
の
安
定
は
す
べ
て
地
主
Ｏ

加
護
に
依
存
す
る
と
や
ふ
状
態
で
あ
９
　
國
家
の
租
税
善
役
は
殆
ん
ど
之
を
負
措
せ
す
将
又
廟
議
は
常
に
地
主
階
級
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、

未
だ
そ
の
利
盆
を
廟
堂
に
反
映
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
か

↑
Ｗ
國
家
ｏ
政
治
と
は
殆
ん
ど
蛙
開
係
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
那

の
民
衆
が
殆
ん
ど
政
治
に
闘
心
を
も
た
な
く
な
り
甚
し
く
冷
淡
に
な
っ
た
一
季
の
原
因
は
こ
ｘ
に
あ
る
と
と
ｘ
思

如
篤
政
者
も
亦
「
國
家

之
計
莫
急
於
保
民
。
保
民
之
要
在
存
慎
主
客
」
（
宋
文
鑑
巷
一
百
六
呂
大
均
民
議
）
と
公
言
し
て
憚
ら
す
、
か
く
て
養
民
の
橿
は
全
く
富
人
に
錨

13
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す
る
こ
と
ｘ
な
つ
‰
常
時
一
流
ｏ
兪
客
で
あ
ク
た
蘇
轍
そ

　
　

至
末
世
天
子
之
地
韓
而
蹄
豪
民
。
而
天
下
之
遊
民
飢
寒
朝
夕
之
柄
。
天
子
不
邱
而
以
遺
天
下
之
富
司
中
略
。
何
者
民
之
有
田
者
非
皆
齢

　
　

耕
之
也
。
而
無
田
１
　
鴬
之
耕
。
無
田
者
非
有
以
脳
於
天
子
也
。
而
有
田
者
拘
之
。
中
略
。
故
夫
今
之
１
　
雄
非
天
子
之
農
而
富
人
之
農
也
。

　
　

中
略
・
由
是
観
之
則
夫
天
下
之
民
翠
皆
非
天
子
之
人
。
（
槃
被
告
詔
集
港
十
民
政
下
第
二
道
）

と
論
じ
て
ゐ
る
の
は
此
の
間
の
消
息
を
道
破
せ
る
も
の
で
傾
漉
に
價
す
る
こ
と
ｘ
思
ふ
。
王
安
石
の
飲
會
改
革
運
動
も
こ
ｏ
祗
９
　
の
大
勢
に

抗
す
る
こ
と
を
得
ず
、
飲
會
は
洞
々
と
し
て
そ
の
行
く
べ
き
所
に
進
み
、
中
世
貴
族
の
崩
壊
に
よ
っ
て
一
時
解
放
さ
れ
た
か
に
見
え
た
る
庶

民
階
級
は
、
間
も
な
く
そ
の
多
く
が
士
大
夫
と
な
っ
て
國
家
と
密
接
に
結
び
つ
く
地
主
階
級
と
、
國
家
か
ら
全
く
見
放
さ
れ
た
る
客
戸
下
戸

に
再
編
成
さ
れ
、
こ
Å
に
支
那
近
世
祗
會
の
定
型
ｏ
成
立
を
み
、
こ
の
基
礎
構
造
ｏ
上
に
近
世
文
化
の
誕
生
を
み
た
わ
け
で
あ
心
四

　

誄

　

①
矢
野
博
士
近
代
支
那
史
十
五
頁

　

⑦
文
麟
建
考
巻
三
十
一
參
知
政
事
欧
陽
脩
上
言
。

　

③
縦
支
治
建
艦
長
編
巻
二
百
十
直
龍
圖
閣
勾
富
三
班
院
曾
輦
「
議
鯉
費
」
の
條
參
照
。

　

④
文
献
通
考
春
十
二
、
絞
霞
治
辿
鑑
長
編
巷
二
百
二
十
一
、

　
　
　

〔
煕
寧
〕
四
年
。
上
召
二
府
。
對
資
政
殿
馮
京
言
。
修
差
役
作
保
甲
人
極
笏
。
上
目
。
絢
訪
郷
近
百
姓
亦
皆
以
免
役
侭
喜
。
蓋
雖
令
出
銭
而
復
其
身
役
。

　
　
　

無
逍
呼
刑
貴
之
皮
。
人
自
情
願
故
也
。
文
彦
博
言
。
就
宗
法
制
具
在
。
不
須
更
張
以
失
人
心
。
上
目
。
更
張
法
制
於
士
大
夫
誠
多
不
説
。
然
於
百
姓
何

　
　
　

所
不
便
。
彦
博
日
。
侭
具
士
大
夫
治
天
下
。
非
臭
百
姓
治
天
下
也
。

　
　

倚
蘇
輯
も
亦
次
の
如
く
諭
じ
て
ゐ
て
、
以
て
常
時
の
士
大
夫
の
気
風
４
　
窺
ふ
こ
と
が
で
き
ろ
。

　
　
　

士
大
夫
梢
親
戚
棄
墳
慕
以
従
宦
於
四
方
者
。
用
力
之
飽
亦
欲
取
巣
。
此
人
之
昌
也
ｏ
　
ｏ
　
ｏ
　
０
Ｏ

Ｏ

Ｕ

Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
俳
か
ｏ
　
ｏ
　
ｕ
ヤ
茫
翁
影
１
０

　
　
　

（
東
披
仝
集
港
二
十
五
上
紳
宗
皇
帝
書
）
。

　

⑥
有
名
力
石
王
安
石
の
「
上
祁
宗
皇
帝
萬
言
書
」
及
び
文
献
廼
考
春
六
十
五
知
制
１
　
楊
億
の
上
疏
４
　
參
照
。
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④
王
安
石
の
新
法
は
挺
末
多
く
は
旱
に
富
國
吸
兵
策
と
し
て
考
察
さ
れ
て
ゐ
ろ
が
、
此
會
政
策
的
な
一
面
を
も
看
過
す
ろ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
に

　

於
て
新
法
は
多
く
の
現
代
的
意
義
を
も
っ
て
ゐ
る
と
い
へ
ゐ
。

　
　

陛
下
以
篤
粗
斂
甚
重
。
以
臣
所
見
今
税
斂
不
篤
重
。
但
翁
井
侵
牟
爾
。
此
萄
悦
所
謂
公
家
之
恵
優
于
三
代
。
豪
吸
之
暴
酷
于
亡
秦
。
上
目
。
此
粂
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
ｏ
｡
０
　
０
０
０
０

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
０
ｃ
　
ｏ
　
ｏ
　
ｏ

　
　

所
宜
擢
。
安
石
日
。
擢
蒙
井
惟
古
大
有
篤
之
君
能
之
。
所
謂
翁
井
者
皆
豪
傑
有
力
之
人
。
其
議
論
足
以
動
士
大
夫
者
也
。
今
制
法
一
切
因
人
情
所
便
。

　
　

未
足
操
制
粂
井
也
。
然
議
論
紛
紛
。
陛
下
已
不
能
不
拓
之
動
。
卸
欲
操
制
酸
井
則
恐
陛
下
未
能
勝
衆
人
紛
紛
也
。
（
絞
賓
冶
通
鑑
長
編
倦
二
百
二
十
三
）

　

右
の
詞
宗
と
の
談
話
に
於
て
も
が
分
に
そ
の
究
極
の
目
的
か
窺
ふ
こ
と
が
で
き
る
が
、
更
に
土
地
問
題
に
つ
い
て
は
、

　
　

煕
寧
四
年
五
月
発
巳
。
上
奥
王
安
石
諭
租
庸
調
法
善
之
。
安
石
日
。
此
法
近
於
井
田
。
後
世
立
事
粗
得
先
王
者
意
則
無
不
善
。
今
亦
無
不
可
篤
者
。
顧

　
　

駱
以
速
成
爾
。
上
間
其
敦
。
安
石
對
目
。
今
百
姓
占
田
或
毬
陛
晒
顧
不
可
奪
之
。
使
如
租
庸
調
法
授
田
有
限
。
然
世
主
誠
能
知
天
下
利
害
。
以
其
所
謂

　
　

害
者
制
法
而
加
翁
井
之
人
則
人
自
不
敢
保
過
限
之
田
。
以
其
所
謂
利
者
制
法
而
加
於
力
耕
之
人
。
則
人
自
動
耕
而
授
田
不
敢
過
限
。
然
此
須
漸
及
能
成

　
　

法
。
（
絞
灸
治
通
鑑
長
編
倦
二
百
二
十
三
）

　

と
い
ふ
甚
だ
積
極
的
な
ろ
意
見
か
述
べ
て
ゐ
ろ
の
で
あ
ゐ
。
倚
王
安
石
新
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
宮
崎
市
定
助
数
授
「
北
宋
の
寞
學
」
（
新
光
祀
世
界
文

　

化
史
大
系
宋
元
時
代
）
力
石
優
れ
･
Ｕ
'
<
J
論
考
を
參
照
さ
れ
皮
い
。

⑦
結
界
法
は
北
宋
の
初
か
ら
南
宋
の
終
ま
で
ｍ
-
行
は
れ
･
W
？
ｉ
．
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
地
主
と
小
農
と
の
利
害
が
も
っ
と
も
侭
く
相
對
立
し
む
。
文
賦
活
考
巻

　

五
に
も
、

　
　

０
０
０
０
０
０
０
０
０

　

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

つ
○
○
○
○
○
○

　
　

但
此
法
之
行
貧
民
下
戸
か
所
深
喜
。
然
不
能
自
注
其
情
。
豪
家
僣
吏
実
所
不
祭
。
皆
善
篤
辞
誕
以
惑
群
聴
。
賢
士
大
夫
之
喜
安
静
厭
紛
擾
者
。
叉
或
不

　
　

深
察
而
望
風
俎
法
。

　

と
述
べ
て
あ
り
、
宋
代
土
地
調
査
が
甚
だ
し
く
不
徹
底
で
お
つ
･
Ｖ
＾
'
-
ｆ
ｔ
、
そ
れ
は
多
く
は
豪
民
が
そ
の
疲
勢
に
よ
っ
て
土
地
か
誤
魔
化
し
む
か
ら
で
あ
リ
。

　

貧
民
下
戸
は
そ
の
か
７

　

ゐ
。
詳
し
く
は
朱
子
大
全
巻
百
暁
示
綜
界
差
甲
頭
榜
｛
勧
農
文
等
か
參
照
さ
れ
度
い
。

⑤
限
田
法
は
北
宋
ふ
こ
遥
じ
て
仁
宗
の
乾
興
元
年
と
暫
宗
の
政
和
年
間
と
の
二
回
に
亘
っ
て
登
布
さ
れ
む
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
文
献
活
考
倦
十
二
宋
會
要
農

　

田
宋
史
食
貨
志
農
田
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
宋
史
食
貨
志
農
田
に
詳
し
い
。
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U６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

⑨
周
藤
吉
之
氏
「
宋
元
時
代
の
佃
戸
に
就
い
て
。
」
（
一
）
（
史
學
雑
誌
四
十
四
ノ
十
）
小
作
農
の
境
遇
の
條
參
照
。

⑩
加
藤
博
士
「
唐
宋
時
代
荘
園
の
組
織
並
に
其
の
聚
落
と
し
て
の
登
趨
に
就
き
て
。
」
（
狩
野
数
授
還
暦
記
念
支
那
學
論
叢
所
収
）
。
周
藤
吉
之
氏
前
褐
論
文
。

⑨
第
三
項
註
⑦
參
照

⑩
矢
野
博
士
近
代
支
那
史
第
一
章
「
近
代
支
那
史
の
概
念
」
に
於
て
こ
の
問
題
を
提
起
し
て
ゐ
ろ
。

⑩
南
宋
の
人
葉
水
心
も
次
の
如
く
論
じ
て
ゐ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　

今
俗
吏
欲
抑
翁
井
破
富
人
以
扶
貧
弱
。
意
則
善
矣
。
此
可
随
時
施
之
於
所
治
耳
。
非
上
之
所
侍
以
侃
一
治
也
。
夫
州
餌
獄
訟
繁
多
。
終
日
之
力
不
能
誹
。

　
　

大
牛
鴛
富
人
役
耳
。
是
以
吏
不
勝
忿
。
常
欲
起
而
誄
之
。
豚
官
不
幸
而
失
養
民
之
牒
輯
録
於
富
人
。
其
積
非
一
世
也
。
小
民
之
無
田
者
恢
田
於
富
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
つ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

　

０
０
０
０
０
０
‘

　

Ｄ
つ
Ｏ

Ｏ
０

　
　

得
田
無
以
儒
耕
借
貿
於
富
人
。
歳
時
有
急
求
於
富
人
。
其
甚
者
傭
作
奴
婢
録
富
人
。
中
略
。
然
則
富
人
者
州
螺
之
本
。
上
下
之
所
頼
也
。
富
人
錫
天
子

　
　

○
○
○
○
つ
○
○

　

○
○
○
○
つ
Ｄ
つ
つ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
　

養
小
民
叉
供
上
用
。
雖
厚
取
崩
以
自
封
殖
計
其
勤
劈
亦
略
相
富
（
文
獣
通
考
巻
一
）
。

　

か
く
の
如
く
養
民
の
握
は
全
く
富
民
に
録
し
、
貧
民
の
生
活
は
仝
面
的
に
富
民
に
依
頼
す
ろ
有
様
で
お
つ
む
か
ら
、
自
然
そ
の
自
由
は
甚
し
く
束
縛
さ
れ

　

た
。
宋
史
巻
百
七
十
三
食
貨
志
に
、

　
　

寧
宗
開
禧
元
年
変
州
路
韓
運
判
官
苑
孫
言
。
本
路
施
幹
等
州
荒
逍
。
綿
亘
山
谷
。
地
曖
人
稀
。
其
占
田
多
者
須
人
耕
墾
。
富
豪
之
家
誘
客
戸
車
室
遷
去
。

　
　

乞
聘
皇
肺
官
荘
客
戸
逃
移
之
法
校
定
。
几
認
客
戸
者
許
役
其
身
。
振
及
其
家
脇
。
凡
典
貰
田
宅
聴
其
離
業
。
舞
就
租
以
充
客
戸
。
几
貸
銭
止
憑
文
約
交

　
　

還
。
母
抑
勒
以
儒
地
客
。
凡
客
戸
身
故
。
共
妻
改
嫁
者
聴
其
自
便
。
女
聴
其
自
嫁
。
庶
使
深
山
窮
谷
之
民
。
得
安
生
理
。

　

と
め
り
、
か
＞
　
t
<
J
法
律
の
制
定
が
要
求
さ
れ
Ｋ
!
反
面
に
は
、
南
宋
の
頃
主
戸
に
用
役
さ
れ
る
の
は
単
に
そ
の
主
人
の
み
に
止
ま
ら
す
し
て
そ
の
家
族
に
ま

　

で
及
び
、
従
っ
て
そ
の
子
女
の
結
婚
に
容
廠
し
、
叉
恰
も
農
奴
の
如
く
土
地
と
共
に
資
買
さ
れ
ろ
こ
と
も
多
か
っ
む
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
ろ
。

＠
宮
崎
市
定
助
教
授
「
宋
元
時
代
の
紺
済
的
状
態
」
「
北
宋
の
寡
學
」
（
新
光
祀
世
界
文
化
史
大
系
宋
元
時
代
）
參
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
一
年
十
月
七
日
稿
了
）
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